
（様式2）

計画どおり事業を進めることが適当

その他
149,402円を次年度へ繰越
成果指標の目標値は小野田中央青果㈱の営業計画の数値

計画どおり事業を進めることが適当

A

効 率 性

B　効率性が認められる

A

課 題

２７１日２７１日

B　概ね目標を達成している

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ）

B　有効性が認められるA　必要性が高い

事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

9,584,000

事務事業の評価

人工数（人役）

市場取扱高

560,275千円

予算現額（円）

750,000千円

・市場の健全な運営を確保・維持するためには一般会計からの繰入が
不可欠なものとなっている。主な原因は使用料等の減免による歳入の
減。卸売業者の経営改善を図り、正規の市場使用料を納付できるよう
にする。
・今後、施設の老朽化による大規模改修の検討を要する。

卸売業者の経営健全化への支援体制を整備

一 般 財 源

合　　　計

2,665,000

74.7

開場日数

目標値（単位） 実績値（単位）

国 庫 支 出 金

実績値B（単位）

成果指標
の到達度

（B/A）

成果指標

目標値A（単位）

決算額（円）

継続

1 PLAN

事務区分　(根拠法令) 自治事務 （　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

事業の背景（事業が始まった経緯、現況）

歳入

活動指標

％

中項目（施策） 小項目（基本事業）

市場一般管理費 特別会計

大項目（政策）

細々目 11

青果市場費 目

市場一般管理費

改 善 策

(      )

9,110,624

経常

高千帆青果物地方卸売市場と小野田青
果物地方卸売市場とが廃止・統合する
形でＳ５８年に市場開設。

本市場は、本市における生鮮食料品等
の需給の円滑化、取引の適正化を図る
ことを目的に設立されており、その市
場の円滑な運営を図るため、施設・設
備の適正な維持管理を行う。

・卸売業者による流通事業展開
・夜間警備ほか施設維持管理
・一般会計からの繰入金

平成２３年度　事務事業評価シート

歳出

180,000 119,929

224,280

事業名 山陽小野田市地方卸売市場管理事業

1 卸売市場費

3,411,454

（
割
合

）

財
源
内
訳 2,536,404

6,574,220(      )

(      )

人 件 費 概 算

その他

4,848,546

成 果 指 標 の 達 成 度有 効 性

人件費（円）

6,919,000

(      )

(      )

4,678,848

使用料及び賃借料 225,000

需用費 3,040,415

1

4 ACTION

2 DO

合　　　計

必 要 性

1,510,250

9,584,000

地 方 債

そ の 他919,000 897,750

県 支 出 金

1

予算現額（円） 決算額（円）

1

農林係農林水産課

事業の内容（対象・目的・意図）

会計種別

予算種別

予算費目
款

細　目

支
出
内
訳

8,961,222

委託料

請負工事費

No

魅力と活力ある産業の振興 地場流通の推進

課名

事業実施の手段・手順

項

地方卸売市場の充実12 6 1
施策体系

市場管理費

3 CHECK

0.25

428




